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Gidon Nunes Vaz ギドン・ヌネス・ヴァズ: trumpet, compose

１９９１年オランダ、アムステルダム生まれ。５歳でヴァイオリン、８歳でトランペットを始

める。１３歳でアムステルダム音楽院のヤング・タレント・プログラムに合格、オランダの名

トランペッター、ルート・ブルルスに師事、その後１１年間習う。高校卒業後アムステルダム

音楽院のジャズ・トランペット学士課程に入学し、４年後ジャズ・トランペット修士号を取得。

２０１３年フィラデルフィアのテンプル大学ボイヤー音楽院に交換留学生として入学し、テレ

ル・スタッフォードとジョン・スワナに師事。同大学ジャズ・バンドにも参加し、ジミー・ヒ

ースと共演。この２年間の修士課程でケニー・ドーハムの修士論文を書き上げ、伝説のトラン

ペッターの知られざるストーリーを明らかにし、ドーハムの演奏スタイルを名確に分析した。

ジミー・ヒースが保管していたドーハムの未発表曲の譜面も譲り受けるなど、ケニー・ドーハ

ムへの強いリスペクトが感じられる。２０１５年５月優秀な成績で卒業。

帰国後、ジャズ・オーケストラ・オブ・ザ・コンセルトヘボウ、ベンジャミン・ハーマンのニ

ュー・クール・コレクティヴ等数々のグループと共演。オランダの若手ミュージシャンとハー

ド・バップのグループを結成するなどヨーロッパのジャズ・ミュ―ジシャンには珍しくストレ

ート・アヘッドなジャズを追求している。

２０１７年１月初来日し、新宿ディスク・ユニオンで井上陽介（ｂ）とイン・ストア・ライヴ

を敢行した後、ボディ・アンド・ソウルで守屋純子セクテットと共演。

２０１８年２月単身で２度目の来日。サテン・ドールで三木俊雄セクスッテトと共演。片倉真

由子、曽根麻央とのデュオ、大阪での地元ミュージシャンとの共演など積極的に活動。

デイスコグラフィー

２０1５年「Tribute to KD」

２０1６年「Bop This」」

２０1６年「Night Life」

２０１７年「Carry It On」


